
また出席証明書がなくても、その旨を幹事に自己申告すればメイ
クアップをして認めるクラブもあるようです。ロータリアンは嘘
をつかない（真実かどうか）、ロータリアンの良心を信じるとい
うことでしょう。

＜例会の中止＞
例会開催中止については、クラブ理事会で決定できます。（理事
会指定休会）もちろん、その決定は、クラブ細則に記載された規
定に従ったものでなくてはなりません。詳細については標準ロー
タリークラブ定款で確認しながら、推奨ロータリークラブ細則を
参考にしてください。
理事会指定休会以外にも、クラブ理事会は
①法定休日（祝日）のある週に例会日が当たる場合
②クラブ会員が死亡した場合
③全地域社会にわたって流行病もしくは災害が発生した場合
④地域社会での武力紛争がクラブ会員の生命を脅かす場合
については例会を取りやめることを決定できます。

なお、上記以外にもクラブ理事会は１年に４回まで例会を取りや
めることができます。

■幹事報告（副幹事 福井学 )

■来信案内
１）
膳所和彦 ガバナーより、シンガポール国際大会の案内。

（2024 年 5 月 25-29 日）※皆さまにメールにてご案内しております。

２）
膳所和彦ガバナー、林明ロータリー財団部門長、彌冨照皇 次年度ロー
タリー財団部門 GG･PP 委員長より、グローバル補助金のプロジェク
トのパートナー募集について。

■クラブより
１）
第５回定例理事会報告。

■今後の地区行事

2023
11 月 25 日
（土・日）

第 39 回ローターアクト
年次大会

熊本県熊本市
熊本 B.9、コン

フィホテル

杉本整哉、彌冨照皇、宮川義行

■点鐘

■国歌斉唱「君が代」

■ロータリーソング
「それでこそロータリー」
（ソングリーダー　西田智史 )

■ 来訪者紹介（会長　中島祐爾 )

Zoom 参加　熊本東ＲＣ　守谷光弘　君
　

■会長の時間（会長　中島祐爾 )

   メイクアップと例会の中止

メイクアップとは、他のロータリーク
ラブの例会または所定の会合（クラブ事業、プロジェクト、ロー
ターアクトクラブ例会、国際大会など）に参加して、所属するロー
タリークラブの例会欠席を補填することを言います。通常、食費
などに相当する額を登録料として支払います。
以前は、メイクアップは例会欠席の前後２週間以内にする規定で
したが、現在はその年度中でも認められる規定になっています。
ただしクラブ細則で既定の変更は可能です。
うちのクラブは以前同様欠席の前後２週間以内となっています。
上記以外にも、次の三つの場合はメイクアップとして認められます。

①他ロータリークラブのウェブサイトで相互参加型の活動に３０   
   分以上参加した場合は自クラブ例会の補填として有効と見なす。
②会員が海外旅行の途中で他国の例会に出席した場合も補填と見  
   なす。
③転勤による長期欠席となる場合、転勤先の指定クラブと自クラ
　ブの合意があれば、指定クラブへの例会出席を自クラブ例会の
　補填として有効と見なす。

他クラブでメイクアップした場合、そこのクラブ「メイクアップ
の旨を記入した訪問ロータリアン報告用紙（出席証明書）」を作
成します。それを受け取り、自クラブへ持参するのが一般的です
が、現在は送付してくれるクラブがほとんどのようです。

●会長　中島　祐爾
●幹事　緒方　公一

－ １ －

2023 ～ 2024 年度国際ロータリーのテーマ

世 界 に 希 望 を 生 み 出 そ う
※例会日　毎週水曜日　１２：３０～  　
※例会場　〒８６０－０８４６　熊本市中央区城東町４の２　熊本ホテルキャッスル内　 
※事務所　〒８６０－０８４６　熊本市中央区城東町４の２　熊本ホテルキャッスル内　TEL 354-4521  FAX 354-4053
※ URL　　https://www.serc2720.org    ※ email　serc@serc2720.org
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■ ロータリー情報の時間　
（ロータリー情報担当委員　潮谷愛一 )

■委員会報告　
（社会奉仕担当　宮川義行 )

「社会奉仕委員会の活動予定報告」

■委員会報告　
（親睦・スマイル担当　松岡泰光 )

「ゴルフ結果報告」

優勝　松本　繁　会員

■委員会報告　
（国際奉仕担当　小畑成司 )

「国際大会（シンガポール）の案内」

■出席報告
（出席・プログラム担当　松田和成 )

月日 会員数 出席者数 MU 修正出
席者数

出席率
（％）

11 月 01 日
43

（免 3）
40

29 3 32 80.00

11 月 15 日
43

（免 3）
40

28
Zoom 2

70.00

☆出席免除　　　　　　　
11 月 01 日　
住江正治　島村徹男　志賀重人 
11 月 15 日　
住江正治　島村徹男　志賀重人 
☆欠席者　　　　　　　
11 月 01 日（8 名）
出先教明、井村宣敏、川崎直樹、堤　勝也、渡邉俊一郎、
山本浩之、山坂哲生、矢野敬之

■スマイル報告
（親睦・スマイル担当委員　渡邊俊一郎 )

◎沼田敏雄　10,000 円
① 2 週休み、メークし
ました。
② 11 ／ 13（月）14（火）、歌舞伎平成中村座小
倉城公演を観てきました。小倉城公演に特設会場

を作り歌舞伎を開催、最後は舞台裏が開き小倉城が見える演出され
てます。

◎松本繁　5,000 円
11 月 13 日 山田直前会長杯取り切り戦ゴルフ会で
優勝の栄に浴しました。抽選とはいえ優勝は優勝
です。感謝感激のスマイルです。

◎松岡泰光　5,000 円
11 月 13 日は恒例の直前会長取り切り杯が快晴の
空の下開催されました。
私は競技順位 11 位、くじ引き 8 位だったのですが、
8 位賞金がなんと 5,000 円。ギワクのアミダアプ

リとなりましたのでスマイルいたします。

◎宮川義行　4,000 円
11 月 11 日 新市街アーケードの街歩きに参加しま
した。街中の人の流れと空き店舗状況を知るのが
目的でした。ちなみに路線価で 1 番高いのが下通
新天街の二番街、COCOSA やパルコ、紅蘭亭辺りで、

185 万 5 千円になっています。人通りは 1 日 22,000 人～ 30,000
人、空き店舗率が 10％でした。駕町通りは 74 万円くらいで人通り
は 10,000 人前後、空き店舗はなしでした。地元を知るいい勉強にな
りました。
山本会員は下通の真ん中でフラワーアレンジメントワークショップ
の責任者で頑張っていました。

◎中島祐爾　2,000 円
台湾板橋南區扶輪社のイベントと例会に参加して
きました。また29日の例会で報告します。マーキュ
リーにやられました。

－ ２ －



◎杉本整哉　2,000 円
直前会長取り切り戦に参加された皆様、お疲れ様
でした。生駒会員の記念すべきニアピンを奪い取っ
た罪滅ぼしにスマイルいたします。勝負の世界はき
びしいものですね。。。

◎生駒ちあき　2,000 円
先日の山田直前会長取り切り杯に参加させていた
だきありがとうございました。とても楽しかったで
す。ライバルの松岡さんにやはり負けました。山田
会長！賞品ありがとうございました。

■年次総会

☆出席報告
（出席・プログラム担当　松田和成）

本日の出席率は８０．００％ですので、クラブ細則第１条により、本
総会は成立します。（会員総数の３分の１）

☆　議事進行（議長 会長）

次年度の理事・役員の選出方法は、当ク
ラブではクラブ細則第３条第１節により
指名委員会で指名し、それを年次総会で
承認する方法を採用しています。
今回指名される人は次の１３名です。

２０２４～２０２５年度 役員理事

会長 前田日出夫 理事 古田　哲朗
直前会長
（奉仕プロジェクト委員長）

中島　祐爾 理事 松岡　泰光

会長エレクト
（会員増強委員長）

村瀬　直久 理事 緒方　公一

次々年度会長
（副会長 )
（クラブ管理運営委員長）

福井　　学 理事 彌冨　照皇

幹事 福井　　学 理事 松田　和成
会計 生駒ちあき 理事 武末　直大
ＳＡＡ 杉本　整哉 理事 松尾　　浩

御承認戴ければ拍手をお願い致します。

☆　会計報告（代行　永野昭一）

2023/7/1 ～ 2023/10/31 までの収支報告

■クラブフォーラム

長期戦略について
長期戦略委員長　永野昭一

①目的：当クラブの長期戦略立案に当たって、会員皆様の意見をお
　　　　聞きしまとめたい。
会員皆さんで長期的な目標（問題点・改善含めて）を共有したい。
②現状：現在、各委員会へ依頼中（2023/12 末まで）です。
③地区：地区へは中島会長から提出済みです。
④前回アンケートの内容報告
⑤下記について皆さんからお聞きしたい。
1）クラブの現状をどう思いますか？
2）クラブの課題は何だと思いますか？
3）クラブの改革の方向性は？
4）クラブの理想（真のロータリークラブ）とは？
5）会員の理想（真のロイータリアン）とは？

以上を予定していましたが、時間がなかった為 2024 年 2 月に予定
となりました。

■点鐘　

編集　松尾　浩

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

安全な水とワクチン投与を通じてパキスタンでのポリオ根絶を目指す

投稿日 : 11 月 6, 2023 投稿者 : Rotary Japan
寄稿者：溝畑 正信 （大阪帝塚山ロータリークラブ会員）

2023 年 2 月 12 日から 14 日の 3 日間、私はパキスタンのカラチを
訪れ、昨年に実施したグローバル補助金プロジェクトの成果の視察
を行うとともに、現地でのポリオワクチン投与活動に参加しました。

カラチでの太陽光発電浄水設備設置プロジェクト

パキスタンでは、地域によって劣悪な衛生状態が続いており、正式
な医療サービスがなく、飲料水も不足しています。水を媒介とする
伝染病の多くは、不潔で汚染された水を介して伝染し、人びとの生
命を脅かしています。もちろん、ポリオもその一つです。

－ ３ －



0 ～ 5 歳の子どもに対するポリオワクチン投与活動は、高速道路、
鉄道駅、スラムでの戸別訪問で実施します。

高速道路では、1 日に 1,000 台のバスがパキスタン全国からカラチ
に入ってきます。それを軍隊が停め、バスに乗り込んでポリオワク
チン投与します。ポリオワーカーが 1 日 6 時間 4 交代の 24 時間体
制で実施し、1 日に 3,000 人への投与を 2012 年から 10 年間やって
いるとのことです。

カラチ・カントンメントン駅では、1 日に上り下り合わせて 10 便列
車が入ってきます。プラットホームには人があふれ、バングラディ
シュやミャンマーからも人がやってくるとのことで、駅に到着した
列車から降りてくる人の数はものすごいものでした。ポリオワーカー
が 1 日 8 時間 3 交代の 24 時間体制で実施します。今回、私たち数
名にポリオワーカーが数名、その前後を小銃を持った警官に守られ
ての活動となりました。

戸別訪問でのワクチン投与は、カラチの最貧のスラム地域で、台帳
を持った女性のポリオワーカーが各戸をノックして回ります。父母
や兄弟たちに抱かれた子どもが出てくると、冷蔵ボックスに保存し
たワクチンを 2 滴、子どもに投与してから、左手の小指にマーカー
で印をつけ、ドアにチョークで訪問済みの記録を付けます。

現在、野生型ポリオウイルスの常在国はパキスタンとアフガニスタ
ンの 2 カ国を残すのみとなっています。パキスタンでの野生型ポリ
オウイルスによる発症は、今年 4 件出ています（10 月現在）。2022
年には 20 件、2021 年には 1 件、2020 年には 84 件でした。

ポリオ根絶まであと少しです。実現に向かって力を合わせて取り組
んでいきましょう。

【寄稿者プロフィール】
溝畑 正信（みぞはた まさのぶ）
大阪府在住。医療法人翔聖会 翔聖クリニック理事
長。歯科医師。歯科診療と共に、身元不明者の身
元確認に携わる。日本赤十字社大阪府支部の特別
奉仕団の一つ、歯科医師救助奉仕団団長。1987

年東大阪東ロータリークラブ入会。現在は大阪帝塚山ロータリーク
ラブ所属。ロータリー第2660地区でロータリー財団委員長（2012-15
年度）とロータリー学友委員長（2015-18 年度）を務め、新しい定
義に基づくロータリー学友会の設立に関わる。元ロータリー財団地
域コーディネーター補佐（2015-20 年度）。趣味は登山、俳句、写真。
これからもパキスタンにかかわりを持っていきたいと考えている。

ロータリーボイスより

－ ４ －

給水所で水を利用する女性と子どもたち。

2022 年 1 月から 10 月にかけて、カラチ・
ロータリークラブ、大阪アーバンロータ
リークラブ、第 2660 地区（大阪府北部）、
セントキャサリンズ・サウス・ロータリー
クラブ（カナダ）が提唱者となり、カラ
チ内 5 カ所のスラム地域に太陽光発電浄
水設備を設置するグローバル補助金プロ
ジェクトを実施しました。これらはポリオ感染のリスクが高い地域
であり、安全な飲み水を提供することでポリオウイルスの感染を阻
止する狙いもありました。

現地を視察した筆者。設置された浄水
設備とともに。

それぞれの場所に 2400 世帯、合計で
約 12,000 世帯あり、96,000 人が直接
プロジェクトの恩恵を受けています。1
日 8 時間の稼働で 1 時間当たり 60 ～

70 リットルの浄水を取水でき、地域の人たちは喜んで水を利用して
いました。

このプロジェクトは、ポリオ感染抑止だけでなく、コミュニティ全
体の健康改善、浄水設備の保守と運用におけるコミュニティの能力
向上、安全な飲み水の必要性に関する意識向上も目指しています。

浄水設備が完全に機能するための 1 年間の維持費用は、パキスタン
ポリオプラス委員会が保証します。その後の設備の維持費を調達す
るシステムは、地域社会の支援を受けてカラチ・ロータリークラブ
が開発しています。また、健康と衛生および行動変容戦略に関する
女性たちへの研修を通じて、コミュニティが安全な飲料水を利用し、
水媒介性疾患から子どもたちを守るための健康的な慣行を観察する
力を高めています。

浄水装置のスイッチを入れるジェ
ニファー・ジョーンズ国際ロータ
リー会長（当時）

ソンガル地区に設置された浄水設備の開始式には、当時のジェニ
ファー・ジョーンズ RI 会長、ファイズ・キドファイ RI 理事、アジズ・
メモンロータリー財団管理委員も参加しました。私たちが訪問した
時には、現地コミュニティのリーダー、子どもや女性たちなど、大
勢が迎えてくれました。

日本からの一団がワクチン投与活動

ポリオワクチン投与活動は、大室㒞（すぐる）さん（宝塚武庫川ロー
タリークラブ会員）を団長とする日本から総勢 12 名のグループとと
もに参加しました。


